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1. 当社の事業概要
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沿 革

 資本金：2,700億円

 受 注 ：3兆3,000億円

 売 上 ：3兆4,000億円

 従業員数：6万7,000人

 生産拠点 ：41ケ所 （国内 13、海外 28）

 グループ会社 ：236社
（国内 128、海外 108）

概要（2008年度 連結）



5

1-2. セグメント構成 －700以上の製品より構成－
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2. 日本の産業構造の変化
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■ 高度成長期以降、日本の産業構造は、製造業を中心に発展。

■ GDP規模の変遷から見ると、

「製造業 ⇒ サービス中心産業へシフト」との認識が強い。

2. 日本の産業構造の変化①
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■ 製造業は90年以降、海外市場の拡大や円高を背景に

海外生産を拡大。

⇒ 今後は内需と外需をバランスさせた成長が一層重要になる。

2. 日本の産業構造の変化②
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3. 今後の世界経済
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3. 今後の世界経済①

■市場は欧米からアジア中心の新興国へシフト。

■ 新興国の工業化による競争の激化。
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■ 新興国企業を交えたグローバル競争の激化。
同時にグローバルな企業連携も急速に進行。

■ 世界主要国が国家単位で新たな成長産業の振興に全力を
挙げて取り組み。

■少子・高齢化により日本国内の需要は先細りの懸念。

⇒ これまでの延長線上では産業の持続的発展は困難。

3. 今後の世界経済②

■ 市場構造の激変に伴い、新たな成長戦略が求められる。
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4. 製造業の重要性
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■ 日本の製造業は、外貨獲得に貢献する一方で、

国内経済への波及効果（関連産業や雇用等）を持っている。

⇒ 製造業（ものづくり）を維持発展させていくことが重要。

■ 新興国を中心とする市場ニーズの変化や

製品のコモディティー化が急速に進行。

⇒持続的な技術革新（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）が不可欠。

4. 製造業の重要性①

■ 製造業として新たな産業構造への変革が必要。
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■ ものづくりに対する価値観や強みを改めて見直し、活用。

■ 日本の強みを活かしたものづくり。

製造業には、大きく分けて二つの類型がある。

①「組み立て型」

②「すり合わせ型」

日本は、「すり合わせ型」に強みを持つ。

⇒ システム統合型の製品を指向し、新たな技術革新（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）や

市場の創造を実現。

また、環境配慮型社会の形成に関した世界への

発信・貢献ができる。

4. 製造業の重要性②

■ 日本の製造業の強みとこれからの方向性。
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5. 機械産業の新たな役割と成長をめざして

～この星に、たしかな未来を～

◇地球環境問題解決への取り組み
◇技術革新
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5-1. 地球環境問題解決への取り組み

2020年までの

温室効果ガス削減目標

米国

・2005年比 △14％（上院議会で今後審議）

・風力など再生可能エネルギーを

3年以内に倍増

欧州

・1990年比△20％を発表

（海外のクレジット取得を含む）

・実質削減は2005年比△9％

中国

・2020年まで大幅削減（数値示さず）

・全エネルギーの15％を再生可能

エネルギーなどの非化石燃料に転換

（先進国からの支援前提）

日本
・1990年比△25％宣言

（主要排出国の参画が前提）

COP15に向けた主要国の動向

国連気候変動サミット（2009年9月 NY）

における主要国の動向

出典：IPCC資料

世界のCO2排出量の推移
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▲19%

▲15%

▲36%

▲30%

▲25%

2020年目標
（2009/6/10

前政府案）

2005年実績

1990年実績

2020年目標
（民主党
マニフェスト）

1059 202

1203 155

977 176

770 176

【単位：百万t-CO2】

1261

1358

：エネルギー起源CO2 ：エネルギー起源CO2以外（メタン、SF6など）

1153

946

原子力9基増設：105
（稼働率81%）

¥5000/ﾄﾝ以下の対策：60

太陽光20倍：16

次世代自動車：21

¥5000円/ﾄﾝ以上の対策：24

▲19%削減内訳

原子力稼働率
81→90%：28

高効率ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ：16

▲36%削減内訳

計226

計433

5-2. 日本の温暖化ガスの削減目標

資料：東京大学生産技術研究所

内容未定：163
・最終消費ｴﾈﾙｷﾞｰ

の削減？
・排出権購入？

163
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5-3. CO2削減コスト（￥5,000／ﾄﾝ以上の対策）

CO2削減量
【万ﾄﾝ-
CO2】

1000

2000

削減コスト【円/ﾄﾝ-CO2】

10,000 20,000

太陽光発電

高効率給湯器（業務用）

次世代自動車

建築物の省エネ・空調・BEMS

¥13,773
（258万ﾄﾝ）

¥10,611
（1633万ﾄﾝ）

資料：東京大学生産技術研究所

省エネ住宅

高効率給湯器（家庭用）

¥21,507
（2100万ﾄﾝ）

¥18,427
（799万ﾄﾝ）

¥5,079
（624万ﾄﾝ） ¥13,274

（728万ﾄﾝ）

（ ）は削減量

http://sumai-shop.com/SHOP/list.cgi?Search=%a5%bf%a5%ab%a5%e9 %a5%a8%a5%b3%a5%ad%a5%e5%a1%bc%a5%c8�
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5-4. 低炭素社会の実現に向けて①
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5-4. 低炭素社会の実現に向けて②

■ 当社は、低炭素社会の実現に向け、エネルギー・環境の全分野で

先端技術力を活かした多様なソリューションを提供
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5-5. ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境事業（原子力）①
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5-5. ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境事業（風車）②
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5-5. ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境事業（GTCC）③
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5-5. ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境事業（IGCC）④
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CCS：Carbon-dioxide Capture and Storage

5-5. ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境事業（CCS：CO2回収・貯留）⑤
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5-5. ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境事業（ｴｺﾊｳｽとﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池）⑥
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現在、主に集中電源（ 火力,原子力など）により電力を供給している。

5-6. 集中電源と再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの共存①
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今後、集中電源とともに様々な再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ（太陽光,風力など）の電力が

供給・活用されていく。

5-6. 集中電源と再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの共存②
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5-6. 集中電源と再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの共存③

将来、二次電池が再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの変動を吸収・貯蔵し、
集中電源との共存が可能となる。
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5-7. ＥＶによる需給調整機能①

将来、ＥＶの二次電池で、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの変動を吸収・貯蔵・活用できる。
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5-7. ＥＶによる需給調整機能②

将来、ＥＶの二次電池で、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの変動を吸収・貯蔵・活用できる。
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将来、ＥＶの二次電池を利用して、集中電源の負荷調整が可能となる。

5-7. ＥＶによる需給調整機能③
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5-8. 環境配慮型製品
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■ 持続的技術革新こそが新興国を含めたグローバル競争に勝ち抜く
キー・ファクター

5-9. 技術革新の加速
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5-10. 宇宙開発（HTV・H-ⅡB)
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5-11. 航空事業（MRJ)①
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■ 航空宇宙関連技術は多方面への応用が可能であり、各種民生品へ波及

5-12. 技術革新が社会の進歩に貢献①
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5-12. 技術革新が社会の進歩に貢献②
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5-12. 技術革新が社会の進歩に貢献③
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おわりに

これまで日本の製造業が培ってきた、ものづくりに対する

価値観や強みを改めて見直し、活用することが求められる。

機械産業を代表する当社は、技術革新への取組を続け、

「地球環境を重視したグローバルな企業活動を通じて、

世界で信頼され、世界が等しく繁栄する

持続型社会の実現に向けて貢献し続ける企業」

を目指し、たゆまぬ挑戦を続けます。
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ご清聴ありがとうございました
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